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概  要 

 

日本人男性の５％という比率の色弱者に対する配慮を進めるために、色弱者の

色の見分けにくさを下図のようにコンピュータディスプレイ上に再現する技

術 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

近年、類似の技術がいくつか開発されているが、ディスプレイの特性を考慮し

たうえで、色弱者による約 1,000 色の正当性を評価しているので変換精度が

最も高い。 

また、デザイン業界で標準的に使われている Adobe のイラストレータやフォ

トショプに搭載された技術で、世界標準としての優位性がある。 

本技術の 

有用性 

色弱者の比率が高い割には隠している人が多く、誰にでも見やすいカラーユニ

バーサルデザインを普及させるには、色弱者の代替となるこのようなシミュレ

ーション技術が不可欠である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
画像を扱う各種装置・システムへの配色チェックの組込み、精密色弱検査機器 
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色弱者の見え方でユニバーサルデザインをチェック 

色弱者の見え方への色変換技術 


